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とうもろこしの増収機構の解析に関する研究

栗　原　　　浩・浅　沼　三　郎

（東　北　農　試）

l　ま　え　が　さ

本報告はとうもろこし増収の機構を栽培的な立場上少

明らかにしようとし，1963年に実施した試験結果で
ある．

をか本試験は北大教授田口唇作博士の農林水畜産菜関

係応用的研究「とうもろこしの増収機構とその地域性の

解析に朗する研究」（D一環にかいて当場が委嘱ほれたも

のであれ種々御援助を賜った田口教授並びに吉田稔助

教授に対し，深甚の謝意を表する．

2　賦　義　方　法

一般に作物の収量は器官（畳）と検能（質）との＃証

法的発展の産物とみなされるが，両者が遺伝的に調整さ

れてhる品種，主として器官（量）の増大をもたらす栽

椙密度，窒素肥判及び壬として機能（賃）を向上させる

加里肥料を増収技術の要因と意識し，第1表のように試

験区を設定した．供試圃場は燐厳吸収係数が高く，腐植

に富む火山灰士膿であわ．容積重は低い，

なか分析値は北海道大学の好意によった．

第1表　　試験区構成

硝 区 栽稚 密度 施 肥 方法
基 虻 t′／肋 追肥 【〆 0 8

N ち 0■ち 0 N ち 0 5 Ⅹ20

密植 1 6 0×2（匝 基　　 肥 8 12 8 － －

〝　2 皿 扶パ（』 N　 追 肥 8 12 8 4 － －

∫　3 N E 追肥 8 12 8 4 － 4

中根 1 6 0 ×3（匝 基　　 肥

同　 上　　　 同　 上′ 2

〝 3

5ま6 枚／l（』 N 追 肥

N E 追 肥

荘　川　1区面撹及び運制

生育収量調査鳳場1区217が　3遵制

乾物採取圃場　　1区21が　2遵制

（分割試験区法）
（可　品種及び播種期

玉覇黍交3j∋（長野県産，晩生長稗）

玉萄黍交4「弓（北海道産，早生短梓）
5月15日

（′う　追肥時期

玉萄黍交3号7月12日上玉萄黍交4号7月
2日

再　調査月日（交3号）（交4号）

第1回：6月10日．6月10日＝・幼苗劇

第2回：7月19日・6月9日…苧雲霞成顆
第3回：8月10日，7月31日…絹糸抽出親

第4回：9月26日，9月　2日‥・成熟期

5　賦畿飴考および考嚢

l LA工（素面株指数）の推移

地上部生育宜を1AIで（第1図）示すと，交3号

＞交4「弓，かつ密植区＞中稚区である．施肥処理間では

両品種共生育初期において追肥区（N・】NK区）が無追

肥区より多く・交3号ではN区＞NE区で，El0追肥が

生育量をやや抑制しているが，交4号では一定の傾向が

ない・絹糸抽出期以降は下位菜の枯上少によって低下し，

その程度は交3号の密植区ほど著しい．
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第1図　　LA工の推移

江）Ⅰ：劫檀形成期1週間後

Ⅱ：絹糸抽出期

皿：成熟期

2　体内成分（N・Ⅹ20）

N・Ⅹ20とも含有率は交4号が交3号よ少高い．絹糸

抽出期には両品種ともにが追肥区で封筒が，NX追肥区

でKJOすが増加し，処理によく反応した．しかし成熟期

に性交3号ではN・R，0≠ともNR追肥区＞N追肥区で

あるのに，交4号では封追肥区＞N X追肥区となった．

また無追肥区と追肥区（N t】NX）の差は交3号では殆

んどなく交4号で大である．これらの事実から1）絹
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糸抽出期にはⅩ20とNの含有率は括抗現象がある‥

2）安3号は吸肥力が交4号よ少大である・特にK20

において著るしい孝が推定される．（第2表）

第2表　上位葉身におけるN・K20の含有率帆

試験区
玉萄黍交 3「弓 玉第番交 4 号

N K 20 N X JO

戊い 棚

密植 1 2＄ 2罪 3 27 1亜 a：方 2 48 ユ91 2髄

〝　 2 ユ15 2 15 2 97 1 55 a 55 2 5膚 a 57 ま48

〝　 3 2冥） 2 40 303 155 a潔） 2 68 ↓11 ユお

中植 1 3 15 2お ま31 1鋸 3 55 2 53 a tわ 日石

〝　 2 a 10 2別 2即 1即 まめ 2 93 4：打 a二歩

〝　 3 Z！石 2 55 a亜 189 a杖） 2 78 4 42 a：p

在）上位葉身：全章数を上下葉に半別

次に上位葉身におけるEき0（D蓄横及び移動を推知す

るため，㌔0の養分含有率の葉身／葉鞘比率でみると

（表噂），交4号＞交3号，密植条件では両品種とも

Ⅳ区＞NK区で・生育蛍がかなカ高位の場合Ⅹ20追肥
は養分の貯蔵器官への移齢を助長するようである．

a　収主決定要素と収量との関係

子実増収の主要因は．単位面横当身地上部生育量と，

養分の雌穂への転流による有効雌穏数の獲得，粒数の

増加（交3号・交4号の密植区）にあ少，特に交3号

の密稚3区が最多収を得た卓は，密超条件（絹抽期の

LAI80前後）でのN・E20追肥が有効に関与した

ものと考える・交3号・交4号の中枢条件では，単位

面接当れ粒赦・首粒重は追肥によって増加したが，収

量は密稚区を凌駕し得をh．

第3衰　成熟期の生育収量

試験区
1 0 a 当カ 打包 カ

精粗数

不稔個

A

霧
l

百粒重
（′）

精粒重
（lタ）

有 効

雌穂数
歩ロ

玉
密稲 1 7（p 臓 ：妬36 ユ3 郎 19 5

笥 〝　 2 817 81鋸 4172 8 0 1の m 3
黍

交

3

〝　 3 鋸6 8箕B 47（方 1 7 110 ：n l

中楯 1 恥 巧55 淵 ） a O 1（B 盈0

号 〟　　2 缶8 5555 馳 l 0 0 149 孔7

■　 3 7訪 54鉛 3143 1 7 125 a l

玉
局
番
交

密格 1 矧 離 方：汐 18 3 「汀 ：2 5

〝　　2 611 制 7 2万1 5 0 紛 a 3

〝　 3 田1 8191 ：お97 1 7 「汀 a 4

中稚 1 一抑1 5278 1師 50 n a 9
4
号 〝　 2

4：熔 51拓 171第 6 7 ∞ 払8

∫　 3 亜 51缶 lg p 6 7 87 払9

4　葺糞蛮■子望韮及び生抒甥守

第2凶は成鱒期にふけると当　十尖取姑．蓬莱軋

子ソ三の草葉はけデる乱fr H三fh窄能才」を一括表示

したものである・この図から交4月の蔓葉重と子巽東

性交3号に比べて低位であるカ㍉生産能率Ii極めて；1・占

い・つま少増収の第1前掛封一位面横当りの生育堤の

確保（絹抽期のLAI8－1りノにあり．充分確保さ

れない場合は，載植密度の増加及びⅠこの追肥が増収の

主事因で貴的増加が重要であるが．機能を加味した，

NK追肥は副次的を要因である．これに対し生育量が

確保されたと考えられる高位水準では，栽植密度の相

違による収量増の相対的重要度は低下し，迫厭くとく

にNX）による収量増の相対的重要度は大となる．

次に施肥条件による草蓑生産と生産能軋収量との

相互関係はN追肥（2区）では生育量増大に最も効果的

である・しかし密楕区はN追肥勿みては茎葉増加量に

子実生産が伴わず，生産能率の低下を招いた．y・

R，0追肥（3区）は生育立の確保は勿論の濱，子実生

産能峯の低下を防止し．子実生産増加にブラスとをっ

てhる（交3号密棺3区が最高収量）．

わ・〟巨万■11■′○■′州〉■■一郎〟岬▲炒一■○ノ押．一

重集靡欄f　く軌●り）

第2図　　玉萄黍の茎葉壬，子実重及び子実生産

能奉の関係

江）茎葉乾物壬：全乾物重一子実乾物重

以上の碧から追肥の効果は品種，肥料の種類，密度

条件によって異なるが，Ⅳ追肥だけでは多収を期帯し

難く，且，0の併用によって同化括力を増大し，同化産

物の雌穂への転流が多収に助長された書が知られた．

これを要するに

け）収量段階に応じて増収のための栽培技術が異を

ること，云いかえれば栽培法は可変的である書．

（21。上少多収を目的とするには．第1に単位面積

当少の生育量確保の技術．第2に単位面蹟当♪生育量

が確保された後には．賓的托（生理的）豊熟を良好に

する技術が必要であることを明らかにした．

文　献　省　略


